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　現在の図書館には様々な情報技術が関わってお
り、図書館員が図書館の仕事をする上でも情報技
術がほぼ必須となっているといえます。この授業で
は、図書館に関わる様々な情報技術に関する基礎
事項についての理解を深めることを主な目的としつ
つ、変化しつつある情報技術の動向についても紹介
しています。個人でスマートフォンなどを使うことに
は慣れている学生ですが、コンピュータ、ネットワー
クの仕組みと、それらをシステムとして図書館という
組織で運用することについて理解を深めてもらう内
容となっています。
　授業は基本的にはテキストを中心とした講義形式
をとっていますが、教室は情報演習室を使用してお
り、コンピュータを利用した演習も取り入れています。
コンピュータ、ネットワークの仕組みを理解するため
に、普段は見ることのないオペレーティングシステム
の裏側をみせる、といった内容を取り入れています。
また、ウェブページについても、実際にはソフトウェ
アを使って簡単に作成できますが、HTML の文書
にスタイルシートをつけるとページのデザインがどの
ように変化するか、などを体験してもらっています。
さらに、これを踏まえて XML の仕組みについても、
実際の XML のタグを使って作成した文書をコンピ
ュータ上で見せることで理解を深めてもらっていま
す。授業における学習成果の確認も、本学で導入し
ている学修支援システムを利用して行っています。
　そして、情報技術が図書館業務の基幹となってい
るうえでより重要となっている情報セキュリティーに
ついても、以前より時間をかけて取り扱っています。
ここ数年は、XML やメタデータの理解を踏まえた
上で、RDF やセマンティックウェブといった事項に
ついてもより時間をかけています。学生にとっては少
し複雑な内容のようなので、どのようにすればうまく
説明することができるかが、今後の課題です。情報
資源組織との関連も高まっているので、授業内容も
「情報資源組織論」と調整して計画しています。情
報技術は常に変化しているので、授業内容も柔軟に
変更するようにしています。
（鎌田　均　人間文化学科准教授）
　「視覚障害者にとっての“情報”とは？」「墨字（活字）
の図書館資料を視覚に障害がある人に利用してもらうに
はどうすればいいのか？」「見えない見えにくい人でも利用
できる資料の種類・特徴とは？」「図書館のカウンター担
当として視覚に障害を持った利用者にどう対応したらいい
のか？」「障害者サービスに必要な知識・技術とは？」等々。
見学や実技や講義を通して、普段はそれほど意識するこ
とがないこれらの疑問を解決するための糸口を見つける
のがこの講座の目的です。
　集中講義 1日目は、視覚障害者の情報環境を確認した
あと、「点字資料」「点字付き絵本」「録音資料」「DAISY
（デイジー）資料」「大活字資料」など視覚障害者でも利
用できる様々な情報ツールを紹介します。午後は、視覚
障害者等へのさまざまな支援を行っている京都ライトハウ
スの見学を行います。自身も視覚に障害を持っている職
員が対応します。情報ステーション（点字図書館）ではス
タッフの方に説明してもらいます。
　2 日目は、合理的配慮や基礎的環境整備の観点から
障害者サービスの方法を考察します。ネット上のデータベ
ースである「サピエ図書館」での資料検索を実演します。
障害者サービスの歴史も学習します。午後は点字の理解
です。点字エディタを使い点字の読み書きの基礎を学習
します。点字の名刺も作成します。そして、なぜ図書館員
に点字の読み書きの知識が必要なのかを考えてもらいま
す。視覚、聴覚の重複障害者のコミュニケーション方法
のひとつである「指点字」も体験してもらいます。
　3 日目は、「音訳」という音声での情報伝達の方法、
デジタル録音資料である DAISYの特徴、資料製作に必
要なボランティア養成等について学習します。さらに視覚
障害者への重要な支援方法である「手引き」を学習します。
「手引きする」だけでなく「手引きされる」ことも体験します。
　このように障害者サービスは、一般的な図書館サービ
スと違う「特殊なサービス方法」「特殊な論」（特論）か
もしれません。しかしそれは「すべての人に求める資料
を提供する」という図書館サービスの本質にかかわる誰
もが学習すべき「論」でもあります。ライトハウス（灯台）
の灯りを頼りに、視覚障害者への資料・情報支援の海原
に漕ぎ出してみませんか。
（襟川　茂　本学非常勤講師・
元京都ライトハウス情報ステーション職員）
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